
Q,小さい頃からかんしゃく持ちで怒り出すと

物を投げたり暴れます。また友だちを引っか

いたり噛みつきも多いです。大きくなっても

キレやすいままですか？ （3歳 I太ママ） 

 

A.かんしゃく持ちの子は意志が強い。個性が

つぶれないような関わりが大切です。 

 I太ママさんの相談を受けて、かつて出会っ

た親子を思い出しました。3歳で入園した男の

子でしたが、物の貸し借りができず、パニック

になると噛みつきがよく出ました。一度泣くと気

持ちを立て直すにも時間がかかりました。でも

それは裏を返すと、自分はこれをしたい！とい

う意志がしっかりとあり、集中力もかなりありま

した。だからその遊びを邪魔されたと思うと怒

りが収まらないのです。保護者の方も随分悩

まれていましたが、「彼の良い所を見つめて伸

ばし、余計なトラブルを避けるために爪を切る

ことと、感情をコントロールできるようになるた

めに生活リズムを大切にしていきましょう」と話

しました。 

 その後、年中年長になるにつれて落ち着き、

成長していった彼ですが、今夏彼のことが新聞

に掲載されていました。県内屈指の進学校で

野球部の主将として大活躍し、インタビューコメ

ントも立派なものでした。その時、彼のお母さ

んの顔が思い浮かびました。彼の気持ちを聞

き続け、力が発揮できる環境を整え続けてこら

れたのでしょう。  園長：久保田愛策 
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年間主題『共に喜んで～すべての歩みの中～』 

主題聖句：一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、 

一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。 

        新約聖書 コリントの信徒への手紙Ⅰ１２章２６節 

８月主題『ゆったりと』 

主題聖句：憐み深い人々は、幸いである。その人たちは憐みを受ける。 

  マタイによる福音書５章７節 

☆ ０歳児：神さまや周りの人に守られ、愛されていることを感じる。ゆったりと過ご

す。沐浴や水遊びで汗を流すなど、暑さや感染症への配慮の中、健康に過ごす。 

☆ １～２歳児：神さまや周りの人たちに守られ、愛されていることを感じる。家族や保育

者とゆったりとした時間を過ごし、心を満たす。暑さや感染症から守られ、健康に過ご

す。（保育者は）暑さの中、心身ともに快適に過ごせるよう環境を工夫しながら過ごす。 

☆ ３歳児：普段とは違う経験もある中、いつでもどこでも神さまのお守りがあること

を感じる。木陰の心地よさや水遊びの後に汗がひいて涼しくなる感触を味わう。（保

育者は）ゆったりとした関わりの中で、子どもと一緒に夏の空、虫、野菜、果物な

ど季節を感じる機会をもつ。 

☆ ４～５歳児：神さま・イエスさまが平和をくださり、私たちに平和をつくりだすこ

とを知り、祈りあう。暑さの中、夏ならではの遊びを喜び、ゆったりと遊ぶ。また

心身の休息の時をもつ。穏やかに落ち着いた丁寧な生活をする。 


